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IETF以外の標準化組織

ほとんどのインターネット技術はIETF

において検討が進められるため、少し忘

れがちになるが、第1回にお話ししたとお

りネットワークに関係する「標準」を扱う

団体にはITUとISOという組織もある。

今回は、少しそのあたりを覗いて見るこ

とにしよう。

ITUは電話関連技術の標準化を担う組

織である。したがって、公衆電話網を中

心としたネットワークに関する標準を扱

うのは自然である。たとえば、電話回線

モデム「V.34」や「V.90」の規格やADSL

モデムの規格などはITUによって議論さ

れた技術である。

これに対して、ISOは工業製品の標準

化を担う組織である。たとえば、ネジや

コネクターの形状などを決めているのが

ISOである。こうした中でISOはなぜネッ

トワークに関する技術を扱うようになっ

たのであろうか。実は工業製品の中のコ

ンピュータに関する規格からスタートして

いるのである。たとえば、コンピュータの

中で文字をどのように表現するかという

ことについて、ISOでは「文字コード」と

いう規格を定めているのである。単体で

利用されていたコンピュータは、やがて

LANで接続されるようになり、LANの規

格をISOで定めるようになった。そして、

さらに大きなネットワークへと議論は発展

していった。今やいずれもネットワーク

に関する技術を扱っているが、ITUは公

衆電話網から発展し、ISOはコンピュー

タを接続する技術から発展してきたので

ある。

2つの組織の違いと協調

ITUとISOの違いを端的に表している

のものとして、電話のキー配列と電卓の

キー配列（あるいはキーボードのテンキ

ーの配列）がある。皆さんは、図1（a）に

示すように電話のキーが上から「1、2、3、

……」となっているのに、（b）の電卓のキ

ーやパソコンのテンキーが下から「1、2、

3、……」となっているのを不思議に思っ

たことはないだろうか。これは実は、電

話のキー配列はITUで、電卓のキー配列

はISOで決められているからなのである。

意外なところで、意外なことが決められて

いるものである。ちなみに、ISOでは自

動車のペダルが右からアクセル、ブレー

キ、クラッチの順に並んでいるということ

も決められていたりする。

ISOでは、1980年代に入るとネットワ

ーク時代を予見してOSI（Open Systems

Interconnection、開放型システム間接続）

というネットワーク標準を決める作業に

着手した。Ethernetなどの規格から、現

在のIPに相当する規格やTCPに相当す

る規格、電子メールやディレクトリーサー

ビスなどのアプリケーションに関する規

格まで、さまざまな規格の検討が進めら

れた。こうした検討において、ISOは独自

IETFのほかにもある2大標準化組織の役割
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図1：標準化組織によって異なる数字キーの配置

どちらの配列が使いやすいのかという議論は別途あるが、場面によって使い分けることのできる範囲であろう。
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で規格を決めるだけではなく、良いと考

えられる規格あるいはすでに標準化作業

が十分に進行している規格はITUから導

入して用いている。このように、標準化

団体同士の協調も行われている。

ネットワーク技術基盤のOSI
参照モデル

OSIは、規格策定に時間がかかり巨大

なシステムになりすぎてしまったため、広

範囲で利用されるには至らなかったが、

ディレクトリーサービスや経路制御プロト

コルなど一部の機能はインターネットで

利用されている。しかし、なんといっても

OSIの残した大きいものは、参照モデル

という7階層のネットワークアーキテクチ

（第6層）、応用層（第7層）と呼ばれ、0と

1をどのようにして表現するかといった問

題は一番下の階層で、メールの仕組みに

関する議論は一番上や二番目の階層で行

われる。

今やOSIの参照モデルはネットワーク

で利用される技術を考えるうえで基盤と

なっている。インターネットが実際に用い

ているモデルはこの参照モデルを簡略化

したものであるが、ネットワーク層に相当

するIPの話をする際にも「第3層」と呼ん

でいるのは、参照モデルが考え方のうえ

で重要な役割を果たしていることを意味

している。

このOSIの7階層のモデルは今後話を

するうえで何度も登場するので覚えてお

いてほしい。

ャーである。

ネットワークプロトコルについて考える

場合に「0や1をどのようにして表すか」と

いった問題から「メールはどのように構成

されてどうやって配送されるか」といった

人間が実際に利用する機能まで、さまざ

まなレベルの問題について扱わなければ

ならない。しかし、これらをごちゃごちゃ

に議論していては収拾がつかなくなって

しまう。そこで、OSIでは下から上まで7

つの階層に分割し、そのモデルに基づい

てネットワークプロトコルを構築するとい

う手法が考えられた。これがOSIの参照

モデルである（図2）。下から順に、物理

層（第1層）、データリンク層（第2層）、ネ

ットワーク層（第3層）、トランスポート層

（第4層）、セッション層（第5層）、表現層
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応用層：実際に利用者が使うアプリケーションプログラムのプロトコルが決められている。たとえば、電子メー
ルの配送のプロトコルや、ウェブのデータ転送のプロトコル、ファイル転送のプロトコルなど、ネットワークア
プリケーションそれぞれのプロトコルが決められている。 

表現層：セッション層までは、データは単なる荷物であり、それが何なのかは定義されていなかった。そのデー
タに意味を持たせるのが表現層の役割である。たとえば、文字コードとして「65」は「A」だとか、「122」は「
z」だとか、「47」は「/」だとかを決めている。暗号などについてもここの役割である。 

セッション層：ネットワークでの実際の通信は、計算機の中のプログラムが行っている。計算機の中にはいくつ
ものプログラムが動いており、計算機を区別するだけではデータの目的地がわからなくなってしまうわけである。
そこで、プログラムを区別する仕組みを提供しているのが、セッション層である。 

トランスポート層：ネットワークアプリケーションが利用する通信の仕組みについて決めている。データが無く
なった際にどうするか、混雑が発生したらどうするかといったことが決められている。 

ネットワーク層：データリンク層までで1つのネットワーク内での通信ができるようになった。そこでこの層では
複数のネットワークを経由して通信を行う手順について決めている。具体的には、計算機を区別するための番号
を割り当てる仕組み（アドレス割り当て）と、目的地までの道筋を決定する仕組み（経路制御）を決めている。 

データリンク層：1つの物理ネットワークで接続される範囲での通信の手順を決めている。1つのネットワークとは、
原則として途中に計算機が介在して中継を行うことなく通信できる範囲のことである。 
 

物理層：最も基本的なプロトコルを決めている。たとえば、ケーブルとしてどういうものを利用するのか、情報
の0と1はどういう表現するのか（電圧や光の明滅など）、どういうペースでデータを送るのかといった問題である。 

図2：OSIの参照モデル

この7階層の参照モデルがネットワークアーキテクチャーを議論するうえでの大きな基盤となっている。「第何層」などの用語としてたびたび登場するので大まかに記憶しておくと良いであ
ろう。
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